





























































































































































































































































































































































































































































































































































































 4) 『石上私淑言』からの引用は、『本居宣長全集』第 2巻（筑摩書房、1968年）による。









































 20) 『新編　国歌大観』を検索すると「あはれ」を詠んだ歌は『古今集』以後で 7,300首余りになる
が、「もののあはれ」を詠んだ歌はわずかに 38首であり、登場も 13世紀初頭に成立した『新古
44
今和歌集』以後である。そもそも 6文字からなる「もののあはれ」は和歌に向く言葉ではない
が、この点も含めて、検討してみる価値はあるだろう。
